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帝塚山大学大学院心理科学研究科の３つのポリシー ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 
心理科学専攻 

 

人材養成目的 

 
（「帝塚山大学大学院学則」第５条） 
心理科学研究科心理科学専攻博士前期課程は、心理学の科学的側面と実践的側面を重視した研

究能力を養い、科学的アプローチ、地域での実践活動、学際研究及び国際交流という４つの方針を

軸に研究を推進することで、現代社会における心理社会的な諸問題を解決するための提案や対処

のできる高度な専門職業人を養成することを目的とする。 
※心理学専修では、現代社会の心理科学専門家として必要な知識や技能を習得し、問題解決を実践できる人材の

養成を目指す。臨床心理学専修では、地域社会や社会システム全体での心のケアとサポートの専門家として活躍で

きる人材の養成を目指す。 

 
心理科学研究科心理科学専攻博士後期課程は、自立して研究活動を行うに必要な心理学の科学

的側面と実践的側面を重視した高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養い、科学的ア

プローチ、地域での実践活動、学際研究及び国際交流という４つの方針を軸に更なる研究を推進す

ることで、現代社会における心理社会的な諸問題を解決するために提案や対処のできるより高度

な専門職業人の養成や心理科学の専門的研究者を養成することを目的とする。 
 

 
ディプロマ・ポリシー（修了認定・学位授与の方針） 

 
〔博士前期課程〕 

心理科学研究科心理科学専攻博士前期課程は、所定の期間在学し、本研究科の定めるところに

より、授業科目を 40 単位以上修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文の審査及び最終

試験に合格するとともに、以下の知識・能力・資質等を身につけた者に修了を認定し、学位を授

与する。そのために、本研究科のアセスメントプラン（アセスメント・ポリシー）を策定する。 
 
１．＜専門的知識と技能＞ 

人間と社会の諸問題を心理学的アプローチで解決できる高度な知識と技能を身につけてい

る。 
 

心理学専修においては人間行動のメカニズムを理解するとともに社会問題の理解と解決に

かかわる高度な技能と知識を身につけている。 
 

臨床心理学専修においては人々の精神的健康の問題解決に役立つ高度な知識と技能を身に

つけている。 
 
  ２．＜知識や技能の活用＞ 
    変化する社会状況に応じて、修得した専門的知識や技能に基づいて、心理学的な立場から

人間や社会の諸問題についての提案ができる。 
 
  ３．＜主体的な意識と態度＞ 

心理学の専門的知識や技能をもとに、人間や社会の諸問題の解決を目指し、その実現のた

めに主体的に学ぶことができる。 



36 

 

 
４．＜多様なコミュニケーション＞ 

研究や問題解決のために、関係する人々や他機関と協同連携し、学際的な領域にも関わる

ことができる。 
 
  ５．＜社会人としての自立＞ 

心理学分野における専門職業人を目指す者としての自覚と責任感をもち、地域や社会に貢

献できる社会の一員として適切な行動ができる。 
 
〔博士後期課程〕 

心理科学研究科心理科学専攻博士後期課程は、所定の期間在学し、本研究科の定めるところに

より、授業科目を４単位以上修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終

試験に合格するとともに、以下の知識・能力・資質等を身につけた者に修了を認定し、学位を授

与する。そのために、本研究科のアセスメントプラン（アセスメント・ポリシー）を策定する。 
 
１．＜専門的知識と技能＞ 

心理学に関する専門的かつ高度な知識や技能を有し、それに基づいて心理諸現象のメカニ

ズムを科学的・実証的に解明し、国際的水準での情報発信を行うことができる。 
 
２．＜知識や技能の活用＞ 

多面的・総合的な視点から世界を捉え、卓越した思考力・判断能力をもって、人間や社会

に関わる諸問題についての提案や解決ができる。 
 
３．＜主体的な意識と態度＞ 

心理学に関するより高度な専門的知識や技能をもとに、人間や社会の諸問題の解決を目指

し、その実現のために主体的に学ぶことができる。 
 

４．＜多様なコミュニケーション＞ 
より高度な研究を行い、問題解決のために、関係する人々や他機関と協同連携し、学際的

な領域にも関わることができる。 
 
５．＜社会人としての自立＞ 

心理学分野の専門的研究者・教育者・職業人を目指す者としての自覚と責任感を持ち、ひ

ろく社会に貢献することができる。 
 

 
カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 
 
〔博士前期課程〕 

心理学に関する幅の広い高度な知識や技能を修得するために、心理科学基礎研究科目として

【心理科学基礎研究Ⅰ群科目】と【心理科学基礎研究Ⅱ群科目】を配置し、両専修に必要な知識

や技能を修めるために、Ⅰ群科目では「心理科学基礎論Ⅰ・Ⅱ」や「実験心理学特論」を、Ⅱ群

科目では「心理統計法特論」などを履修させる。また、各専修基礎研究科目として、心理学専修

は「心理学文献講読演習Ⅰ・Ⅱ」など、臨床心理学専修は「臨床心理学特論Ⅰ・Ⅱ」、「臨床心理

面接特論Ⅰ・Ⅱ」や「心理実践実習（基礎Ⅰ～Ⅳ）」などの科目を設けることで、各専修の基本的

な学修を満たすようにする。さらに、各専修に特化した「Ⅰ・Ⅱ科目群」を配置し、各専修の専

門性を高める科目―心理学専修においては、知覚心理学、社会心理学、犯罪心理学、交通心理学、

パーソナリティ心理学などの専門科目、臨床心理学専修においては、「精神医学特論（保健医療分

野に関する理論と支援の展開）」や「グループ・アプローチ特論」、「臨床心理地域援助特論（家族
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関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）」などの医学・臨床心理学の専門科

目を履修させ、より高度な知識や技能を修得できるようにする。さらに、「特別演習」という科目

群を配置し、修士論文の作成に関する研究指導を充実させる。 
学修成果については、アセスメントプラン（アセスメント・ポリシー）に基づき評価する。 

 
〔博士後期課程〕 

心理学に関する専門的かつ高度な知識や技能を修得し、基礎・臨床・社会応用に関する高度な

研究を行うために「知覚心理学特殊講義」、「社会心理学特殊講義」、「人格心理学特殊講義」、「交

通心理学特殊講義」および「臨床心理学特殊講義」の５つの特殊講義を設置し、その知識を基礎

として研究を進めるべく、それぞれの特殊講義に対応した「知覚心理学特殊研究」、「社会心理学

特殊研究」、「人格心理学特殊研究」、「交通心理学特殊研究」および「臨床心理学特殊研究」を設

置し、わが国の心理学分野の高度職業人および心理学研究者を育成するための特色のある構成と

する。 
また、国内外の学会発表や学会誌への論文投稿などを通して自らの研究成果を発信するととも

に、最終的にはそれらの成果を博士学位論文にまとめる力を育成するために研究指導を充実させ

る。 
学修成果については、アセスメントプラン（アセスメント・ポリシー）に基づき評価する。 

 
 
アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針） 

 
心理科学研究科心理科学専攻は、教育理念に掲げた人材を育成するために、以下のことを入学

者に求める。 
 

〔博士前期課程〕 
両専修に関連した諸問題に深い関心をもち、人々の安寧と福祉の向上に情熱を燃やし、次のい

ずれにも当てはまる人を望む。 
 
１．学部教育等において、心理学の諸領域に関する広範な知識や技能を修得していること。 
 
２．自らの専門領域に関心を持つことはもちろん、人間に対する幅広い興味や関心を持ってい

ること。 
 
３．自ら学んだことを他者に効果的に伝達できること。 
 
４．他者を尊重し、協調できること。 
 
５．自らの心身の健康に配慮し、ユーモアの精神を持ち、豊かな指導力を有すること。 
 
６．本課程が掲げる人材養成目的を理解していること。 

 

このような入学者の選抜は、英語および専門分野の筆記試験、研究内容・専門的知識を問う面接

試験を課し、志願者の能力や資質を多面的・総合的に評価して実施する。 

 
 
〔博士後期課程〕 

次のいずれにも当てはまる人を望む。 
 
１．心理学系の博士前期（修士）課程を修了もしくは同程度と思われる知識や技能等を有して
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いること。 
 
２．心理学の専門的な知識や技能に基づいて、独創性かつ汎用性の高い研究活動を行い、国際

的な視点からそれらを発信できること。 
 
３．自身の専門領域に限らず、心理学および隣接する諸領域の知見を活かしながら、人間・社

会に関する諸問題の解決に強い関心を持つこと。 
 
４．将来的に高等教育・研究機関での教育や研究に従事し、国際社会に貢献する目標を持って

いること。 
 
５．本課程が掲げる人材養成目的を理解していること。 
 
このような入学者の選抜は、筆記試験および研究計画書・修士論文に基づいた面接試験を課し、

志願者の能力や資質を多面的・総合的に評価して実施する。 

 
 


